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子ども相談 
窓口案内 

札幌市子どもの権利救済機関 子どもアシストセンター広報紙 

2009年10月 

幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例」が平成21年4月1日から施行されました。
子どもアシストセンターは、この条例にもとづく子どもの権利救済機関としてスタートし、子ど

も本人や保護者から様々な相談を受けるとともに、子どもの権利侵害からの救済申立てを受けています。 
「あしすと通信」は、この機関の広報紙として、これから年2回発行していきます。第1号の今回は、この4
月に、救済機関を代表する「子どもの権利救済委員」に就任した市川委員と薄木委員から、救済機関の紹介
をいたします。 

 

 

私は臨床心理士として子どもに関わる相談を受

けてきました。スクールカウンセラーの経験もあ

ります。大学で臨床心理学を教える立場でもあり、

子どもの権利条例の検討会議で素案づくりにも

加わりました。その経緯もあってか、声がかかり

お引き受けすることにしました。 

私は弁護士をしております。職業柄、人権には何

かと関わりがあり、法務省委嘱の人権擁護委員も

やっています。子どもの問題にも大いに関心が

ありましたので、お引き受けをいたしました。 

 

 

 

ここでは子どもに関する様々な相談を受けます。

これはアンテナの役目ですね。次に、子どもがお

かれた状態が良くないと判断した場合、関係機関

や相手方との調整を行い解決を図ります。つまり

実効性を持つ相談機関といえばいいでしょうか。 

子どもの権利侵害には様々なものがありますが、

仮にいじめの放置や大人

による明らかに不適切な

対応があれば、それを解

消するよう関係者に働き

かけます。強制的な関わ

りではありません。「子ど

もアシストセンター」とは、

子どもたちの成長・発達

を応援する意味を込めた

愛称なのです。 

 

私たち救済委員の他に「調査員」が3名、「相談員」

が7名おります。教育や児童福祉の経験者、弁護

士、心理学やカウンセリングに携わってきた者

など、年齢も二十代から六十代まで多彩な顔ぶ

れです。会って相談することもできますよ。 

 

 

 

 

子どもの人格を認め、支えていくことでしょうか。

子どもは日々、成長していきます。社会性を持っ

て子どもが成長できる環境を、大人がいかにつ

くっていくか。いわば大人に課せられた大切な

責務です。 

 

 

 

子どもたちのために作ったものです。私は法律

が専門の人間ですが、法的解決を目指さない制

度の良さをうまく根付かせていきたいと考え

ています。 

永く子どもや保護者か

ら多くの声を聴いてき

ました。その立場に立っ

て、子どもやお母さん

お父さんを支援してい

きたいと思います。 

 

はじめに、子どもの権利救済委員を引き受
けた経緯を聞かせてください。 

どんなスタッフがいるのでしょうか。 

「子どもの権利の保障」というと、どうも難
しく感じます。わかりやすくいえば、どういう
ことでしょうか。 

最後に、お二人から救済委員としての現在
の気持ちを一言聞かせてください。 

子どもの権利救済機関とはどんなところか、
その設置目的などを聞かせていただけますか。 

市川委員： 

市川委員： 

薄木委員： 

市川委員： 

薄木委員： 

薄木委員： 

市川委員： 

両　委　員： 

薄木委員： 

薄木宏一救済委員 
［弁護士・人権擁護委員］ 

市川啓子代表救済委員 
［札幌学院大学教授・臨床心理士］ 

　 

「どんなことでも、
お気軽にご相談く
ださい。」 



子どもアシストセンターには、毎日、子どもたちや 

保護者の方からたくさんの相談が寄せられています。 

4月の開設にあたり、子ども専用のフリーダイヤルを設置したことにより、 

小・中学生からの相談も多くなっています。 

子ども本人からの相談は、実に全体の6割を占め、その中で最も多いのが友人関係に関することです。 

今回は、この「友人関係」にスポットを当て、悩みながら成長していく子どもたちを、 

私たち大人がどのようにサポートできるのかについて考えてみたいと思います。 

どもたちの悩みに耳を傾けていると、今、子どもたちの友人

関係はこれほどまでにデリケートなものになっているのかと

驚かされることがあります。1対1では仲良くできるけれど、3人4人

になると気まずい空気になると話す子。身近な友人にひどく気を遣っ

ている様子がひしひしと伝わってくる子。周囲と関わることに苦手意

識を抱いていたり、自信を失ってしまった子。一見、大きな問題がなく

生活しているように見える子どもたちも、本来の自分を表現できずに、

常に緊張しながら過ごしていることが多いように感じます。 

手に自分の意志を伝え、互いに折り合いをつけながら成長し

てほしいと大人は願いますが、子どもたちが置かれている状

況に目を向けると、社会の有り様が、子どもたちの「コミュニケーショ

ン力」を育むことを難しくしていることに気づきます。 

子どもたちにすっかり浸透したテレビゲームやインターネット。よ

い面もありますが、一方通行に陥りがちで、生きた人との対話やふれ

あいの機会は奪われつつあります。 

習い事や塾通いなどで「忙しい」と訴える子どもも少なくありませ

ん。遊び場も減り、子どもらしく過ごすための時間も場所も失われて

きています。 

核家族化、地域社会の希薄化のなかで、血縁・地縁関係に支えられ

ていた養育機能は弱くなり、子育ては親の肩にのしかかっています。

そして親自身もまた、昨今の経済・雇用情勢のもとで厳しい環境にお

かれており、子どもたちが「あのね…」と気持ちを打ち明けられる、身

近な存在が家庭や地域に見つけにくくなっていることも事実です。 

●仲のいい友だちができない。自分から話しかけた

ら迷惑かもしれないと思うと話しかけられない。 

●みんなと上手く話せなくて落ち込む。自分と同じ

感じの人がいるといいんだけど。 

●話しかけたいけど、どうしてもできません。 

●一番の仲良しができないからグループ行動とか移

動の時、一人にならないかいつも不安でたまらない。 

●学校へ行くとき、わが子は一人。帰りも一人で帰っ

てきます。担任の先生に聞くと「休み時間は、友だ

ちと楽しそうにしていますよ」と言っています。で

もどうも友だちがいないみたいでかわいそう。友

だちを誘ってごらんと言うと「誘ったけど、断られた」

と言うのですが…。 

●友だちが遊びにきたが、「○○して！」などと、うち

の子を子分のように扱っています。先生に相談し

たら「少し距離を置いてみましょう」と言います。う

ちの子も断ることができずにいるようで、そのあ

とも家に遊びに来るのですが…。 

●今まで仲良くしていた友だちに、急に無視された。

心当たりもないし「どうして？」って聞く勇気

もない。 

●仲良くしたい子がいるけど、その友だちには、

もう仲良しの友だちがいて、その中に入ろう

とすると、にらまれたり無視されたりする。 

●仲良しだと思っていたけど、私の悪口や陰口を

言ったりしている。友だちが信じられなくなった。 

●友だちがいないから学校に行くのがつらい。

でもずっといじめられてたから、友だちを作る

のも怖い。 

●私がいないと友だちが一人になっちゃうから、

学校には仕方なく行ってる。こういう時、面倒

くさいって思う。 

●流れで友だちの悪口を言ってしまったら、自分

だけ言ったことになってしまった。このままだ

と一人で過ごさなくちゃならない。 

●ほんとうは一人で過ごしたいけど、怖くて一人

になれません。 

 

4月から8月の全体の相談件数は、のべ1,761件、うち子ども本

人からの相談は1,061件（60％）、母親は603件（34％）となってい

ます。相談の中で、関係の改善や問題解決のため、子どもアシスト

センターから関係者への働きかけを行ったものは18例あります。

また、救済の申立ては2件となっています。 

 

Eメール相談と電話相談で全体の96％を占めています。Eメール

相談は中学生の利用が多く、電話相談は母親や小学生の相談が多

い傾向にあります。 

●学校生活に関する

相談が一番多く、そ

の中でも今回の特

集で取り上げた「友

人関係」に関わるも

のが352件で最も

多くなっています。 

相談件数 

相談方法 

相談統計  平成21年4月～8月 

父親 

母親 

子ども 
本人 

その他 
（学校・親族等） 

0 250 750500 1000 (件） 

家庭生活 
325

学校生活 
911施設生活 

5

性格行動 
199

その他 
181身体的問題 

50  

(件） 

対人関係 
66

不良行為 
24

■電話　■メール　■面談　■その他 

どもたちの「ねぇ、聞いて」という声を受け止めていくことは、

子どもアシストセンターの大切な役割です。子どもたちとの

やりとりを重ねる中で、たくさんの感情表現を引き出しながら、子ど

もが前向きな姿勢で自分の気持ちや思いを周囲の人たちに伝えてい

けるよう、アシストしていきたいと考えています。 

家庭は、外で葛藤や緊張を感じてきた子どもたちの、ほっとする場

所であってほしいですね。「うれしいね」「おいしいね」「かなしいね」「た

のしいね」など共感しあう言葉かけや感情表現豊かな会話。そして、

子どもの考えや興味の対象を頭ごなしに批判したり非難せず、子ど

もが自分らしく成長する道を支えていくこと。 

これらを通じて自分が大切にされていることを実感すると、子ど

もは自信を持ち、外の世界に対して自分を表現することをおぼえます。

そして、自分と同じくらい、相手の考えも尊重するべきであるという

ことを理解していきます。こうした経験から、子どもたちは上手な自

己主張や周囲との調和を学んでいくのではないでしょうか。 

子どもたちの笑顔があふれ、いきいきと子ども時代を過ごせるよう、

できることから始めていきませんか。 

相談者と相談方法 

相 談 内 容  



薄木宏一救済委員 
［弁護士・人権擁護委員］ 

市川啓子代表救済委員 
［札幌学院大学教授・臨床心理士］ 

子ども相談 
窓口案内 
札幌市内には、子どもの悩みごと 

子育てに伴う悩みごとの相談を 

受けている窓口が多くあります。 

211-3783
子 ど も 専 用  
フリーダイヤル 

大人用 
TEL

ホームページからも相談できます 

さっぽろ市 
02-G01-09-791 
21-3-117

assist@city.sapporo.jp

0120-66-3783

みんなのな や み 

●日曜日・祝日・年末年始はお休みです。 

http://www.city.sapporo.jp/kodomo/assist/

発行：札幌市子どもの権利救済機関子どもアシストセンター 
〒060-0051 札幌市中央区南１条東１丁目 大通バスセンタービル１号館6階 

211-2946 211-2948 http://www.city.sapporo.jp/kodomo/assist/

「あしすと出前講座」のご案内 「さっぽろ子どもの権利の日」イベント開催 
子どもに関わることをテーマに相談・救済スタッフが講師となり、出前
講座を行っていますので、ぜひご利用ください。 

PTA、家庭教育学級、町内会、子どもに係る団体・グループなど 

概ね90分程度 

無料 

「親と子のコミュニケーション」 
「子どものSOSをどうキャッチするか」など 

子どもの権利救済事務局　TEL. 211-2946 子どもの権利推進課　TEL. 211-2942

子どもの権利について考える機会とするためのイベントを開催します。
みなさんでご参加ください。 

11月15日（日）午前10時～午後3時30分 

札幌市男女共同参画センター 
［北区北8条西3丁目 札幌エルプラザ内］ 

親子ワークショップ、人形劇、啓発作品展示、シンポジウム等 
※詳しくは広報さっぽろ11月号をご覧ください。 

相談内容 

T E L  

受付時間 

対 応 者  

いじめ問題、不登校など 

0120-127-830 ／ 0570-078310（全国統一の教育相談ダイヤル） 

月～金 9:00～20:00（※） ／ 24時間受付 

生徒指導相談員 ／ 市の電話相談員 

受付 
時間 

電話で 
相 談 

メールで 
相 談 

会って 
相 談 

月 金 10：00 20：00～ ～ 
土 10：00 15：00～ 

テレビ塔 
● 

丸井今井● 

ほくでん 
● 

東
豊
線 

大
通
駅 

南
北
線 

大
通
駅 

東西線 大通駅 バスセンター 
前駅 

N
国
道
5
号
（
創
成
川
通
） ※駐車場はありません 

子どもアシストセンター 

いじめ電話相談 （札幌市教育委員会） 

相談内容 

T E L  

受付時間 

対 応 者  

不登校、いじめ、発達についての心配、子育ての悩みなど 

671-3210 

月～金 8:45～17:15（※） 

指導主事、教育研究員 

札幌市教育センター教育相談室・幼児教育センター （札幌市教育委員会） 

相談内容 

T E L  

 

受付時間 

対 応 者  

非行、少年の犯罪被害、少年の悩みごとなど 

0120-677-110 

【携帯電話からは】 011-242-9000 

月～金 8:45～17:30（※） 

少年心理専門官、少年警察補導員、警察官 

少年相談110番 （北海道警察本部少年サポートセンター） 

相談内容 

T E L  

受付時間 

対 応 者  

いじめ、虐待、不登校など全般 

281-5110 

木 16:00～18:00 

弁護士 

子どもの権利110番 （札幌弁護士会） 

相談内容 
T E L  
F A X  
メ ー ル  
受付時間 
対 応 者  

育児、しつけ、不登校、非行、虐待、家庭環境など 
765-1000 
765-1444 
kodomo@kousyou.or.jp 
年中無休・24時間受付 
社会福祉士、臨床心理士など 

興正こども家庭支援センター （興正学園） 

相談内容 

T E L  

F A X  

受付時間 

対 応 者  

子育てに関すること、子どもの悩み全般 

854-2415 

836-4152 

年中無休・24時間受付 

社会福祉士、心理士など 

羊ヶ丘児童家庭支援センター （YOU・勇・コール）（羊ヶ丘養護園） 

T E L  
受付時間 
 
 
U R L  
 
U R L  
 

0120-007-110 
月～金 8:30～17:15 （※） 
 
 
http://houmukyoku.moj .go. jp/sapporo/frame.html  
 
https://www. j inken.go. jp/soudan/mobi le/001.html

子どもの人権110番 （札幌法務局） 

子ども相談 
窓口案内 

対　象 

時　間 

費　用 

テーマ例 

お問合せ 
・ 

申込先  

日　時 

場　所 

内　容 

お問合せ 

※土日・祝日・年末年始はお休みです。 

【インターネットによる相談】 
《札幌法務局ホームページ内「インターネット人権相談受付（24時間受付）》 

《携帯電話用（子ども用）》 
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